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鵜澤 和宏（東亜大学） 


 


１１１１．．．．はじめにはじめにはじめにはじめに    


 クントゥル・ワシ遺跡から出土した動物骨資料は、アンデス形成期における動物利用を考える上


で、３つの点で高い資料価値を有している。第１に出土量が豊富であること、第２に細分された土


器編年に基づいて形成期中期から末期までの動物利用の時代変化を検討できること、第３に広


い面積の発掘によって得られた資料であるため、遺跡の空間利用の中で特定の用途・行為にとも


なうもののみで構成されるバイアスが最小限であること、である。こうした条件の整った骨資料は類


例が少なく、アンデス考古学上、第一級資料として位置づけられる。 


 先史アンデス社会における動物利用の問題として、特に２つの点が中心的な関心を集めている


といってよいだろう。すなわち、第１に中央アンデス地帯で家畜化されたリャマとアルパカという２


種のラクダ科家畜がどのように拡散し、形成期社会に定着していったのかという問題がある。紀元


前 4000 年前から 3500 年前にかけて、フニン高原で家畜化が起源したとする説は広く受け入れら


れるところとなっているが、その後の家畜動物の拡散と各地における定着については、いまだ不


明な点が多い。 


いま１つの論点は、遺跡周辺には分布しない種が、出土量は少ないものの、検出されることに


ついての解釈である。アンデスの生態環境は区分が明確であり、地域ごとに棲息する動物相が大


きく変化する。このため、遺跡周辺で捕獲した動物と、異なる生態環境から運んできた動物とが比


較的区別しやすいという特徴がある。また、ジャガーに代表される、ある種の動物達には特別な意


味が付加されていたことも、重要である。先史アンデス社会における動物利用を考える際、単なる


生活資源という点からだけでなく、文化的な象徴機能を担っていた点を考慮する必要がある。 


 こうした問題意識を念頭に、2002 年度から 2006 年度までの５シーズンにわたって、分類群の同


定作業と基本的な動物考古学的分析を実施した。 


 


２２２２．．．．本研究本研究本研究本研究のののの目的目的目的目的    


本分析の具体的な目的として、３点を設定した。第１は、出土動物の基本的な種名表を作成す


ることである。上述の通り、遺跡出土動物群の種名表は、当遺跡が利用していた生態環境の範囲


を推定するための指標となる。 


第２に、各分類群の出土量を時代ごとに量化し、動物利用の時代変化を明らかにすることであ


る。先行研究から、形成期のアンデス各地においてシカ狩猟からラクダ科の飼育へと動物利用の


基本戦略が大きく変化したことが知られている。高地と海岸の中間に位置するクントゥル・ワシ遺


跡におけるラクダ科動物の利用がいつ始まるのかを明らかにし、周辺遺跡と比較を行うことで、形


成期におけるラクダ科家畜の拡散過程をより明確にすることができる。 


本分析の第３の目的は、ラクダ科動物について、形態、年齢構成などなるべく多くの情報を収


集し、その利用方法について知見を得ることである。ラクダ科動物の四肢体幹骨は、その形態か


ら野生と家畜を明確に区別することが難しい。ところが、これまでに得られている形成期ラクダ科


資料は、野生種が分布する地域で出土したものが主体を占めるため、狩猟によって得られたグァ


ナコやビクーニャと、リャマ、アルパカの飼育個体が混在し、初期のラクダ科飼育がどのように行わ







れていたかを検討することが困難であった。クントゥル・ワシ遺跡が立地する北部高地アンデス西


斜面は、野生ラクダの自然分布の外にある。クントゥル・ワシ神殿が築かれた形成期中期において


も同様の状況が確認され、後の時代にラクダ科動物の痕跡が遺跡堆積物中に現れるとすれば、


これは家畜が導入されたことを示すとみてよい。すなわち、当遺跡から出土するラクダ科は、形成


期の家畜利用を推定する上で好適な資料ということになる。 


 


３３３３．．．．資料資料資料資料とととと方法方法方法方法    


３３３３----１１１１．．．．    資料資料資料資料    


出土した動物骨資料の総量は、点数にして１０万のオーダーに上ると推定される。遺跡から出


土したすべての動物骨の所属年代を決定することは難しく、現状では各時期の動物骨出土量を


定量化することはできていない。したがって、共伴した土器の分析から所属時代区分が明確とな


ったものを対象として分析をおこない、５シーズンの現地調査で約１万点を観察した。このうち約


4000 点について種・属・科レベルでの同定に至り、計測等の動物考古学的分析の材料とした。 


なお、各時代に営まれた神殿の規模を反映して、動物骨の出土量も異なっており、イドロ期とソ


テーラ期は少なく、クントゥル・ワシ期、コパ期は出土量が多い。現在までに、イドロ期とソテーラ期


の資料については、全量の分析を終えた。 


動物利用の時代変化を検討するための資料とは他に、シカ科、ラクダ科の骨資料について、年


齢推定の資料となる下顎歯列標本、および形態計測に用いる保存状態のよい四肢骨を選別して


取り出して研究資料としている。これらについては、同定標本数に含めていない。 


資料番号ごとの分析状況の詳細については、動物骨管理リストにまとめた（DVD 収録）。 


 


３３３３----２２２２．．．．分析方法分析方法分析方法分析方法    


2002 年８月から 2006 年８月までの間に、毎夏、断続的にのべ約90 日間に渡って調査を実施し


た。各分析の実施方法は以下の通りである。 


同定 


比較用骨格標本が未整備のため、同定には図譜を参考にしたほか、作業の一部は、現地で作


成したレプリカおよび写真を持ち帰り、国立科学博物館、京都大学霊長類研究所所蔵の標本を


用いて行った。 


年齢推定 


動物の年齢査定は、歯牙の萌出・置換・咬耗段階によって行った。サンプルサイズが小さい資


料間での比較を最大限行えるよう、年齢段階の区分けは最小限とし、幼獣、成獣、老獣の３区法


を用いた。また、同一個体に由来する歯列破片を重複して分析する危険を避けるため、観察する


歯種は第４乳臼歯と第３前臼歯に限定した。具体的には、第４乳臼歯あるいはこれを植立する下


顎骨を幼獣とし、第３前臼歯あるいはこれを植立する下顎骨を成獣あるいは老獣とした。成獣と老


獣の区別は第３前臼歯の咬耗段階によって行った。咬耗段階の基準には、シカ科については


Lowe (1967：出典は Stiner 1995)、ラクダ科については Wheeler(1982)を用いた。 


骨計測 


骨計測は von den Driesch(1976)を主用した。なお、ラクダ科の種の識別に重要視される基節骨


の計測については、計測誤差の大きくなる近位端幅（Bd）と遠位端幅（Dd）を測る方法にくわえ、


関節面（Bfd、Dfd）において測った。 







 なお、本研究資料は発掘調査において、肉眼で確認されたものを拾い上げる方法で回収され


ており、微細な骨の回収を目的としたふるいがけは実施されていない。このため、特に小型哺乳


類の骨は回収されていない可能性がある。 


 


４４４４．．．．    結果結果結果結果    


４４４４----１１１１．．．．出出出出土哺乳動物土哺乳動物土哺乳動物土哺乳動物 


 クントゥル・ワシ遺跡において検出された哺乳動物の種名表を表 8-１に示す。 


 


表 8-1 出土種名表 


学名 和名 


Marsupialia  


Didelphidae  


Didelphis sp. 


 


オポッサム属 


Rodentia  


 


Dasyproctidae 


 Agouti paca 


Cavidae  


Cavia porcellus    


Muridae gen. sp. Indet.   


Chinchillidae gen. sp. Indet. 


 


Lagomorpha 


Leporidae 


  Sylvilagus sp.  


 


Carnivore    


 Canidae     


  Canis familiaris    


  ? Dusicyon sp.    


 Ursidae  


  Tremarctos ornatus 


 Felidae  


  ? Felis concolor / Panthera onca 


 


Artiodactyle 


 Cervidae 


  Odocoileus virginianus 


 Camelidae 


 


 


 


パカ 


 


モルモット 


ネズミ科 


チンチラ科 


 


 


 


ワタオウサギ属 


 


 


 


イヌ 


? クルオペキツネ属 


 


メガネグマ 


 


? ピューマ／ジャガー 


 


 


 


オジロジカ 


 







  Lama glama 


  ? Vicugna pacos  


Primates  


  Cevidae 


   Cebus albifrons  


  Hominidae 


   Homo sapiens 


リャマ 


? アルパカ 


 


 


 


シロガオオマキザル 


ヒト 


 


本資料には、13 科にわたる広範なグループを含んでいた。このうち、チンチラ科としたものは、


チンチラ（Chinchilla langier）か、ビスカッチャ(Lagidium peruanum)か、同定に至っていない。また、


種名表の中で疑問符をつけたものは、精査が必要なグループである。大型のネコ科動物が複数


個体出土しているが、ピューマかジャガーか同定にいたっていない。また、日本のアカキツネとよ


く似た形態を示す下顎骨が出土しており、クルペオキツネ属の１種の可能性を考慮したが、本属


の３種の分布は遺跡からかなり離れており、比較標本を用いた検討後に改めて判断したい。ネズ


ミは臼歯の数からネズミ科と同定され、形態から３つのグループが区別されたが、属・種は不明で


ある。 


 13 科の内容は、現在も遺跡周辺に分布するグループのほか、遠隔地から運ばれてきたと推定さ


れる動物も含まれている。個々の動物の特徴については、時代区分ごとにまとめて次節で触れ


る。 


 


４-２．時代別出現頻度 


 時代区分ごとの出土状況を表 8-2 にまとめた。 


 


表 8-２ 主要分類群の時代別出土状況 


 イドロ期 
クントゥル・ 


ワシ期 
コパ期 ソテーラ期 


パカ    1 


モルモット 8    


ワタオウサギ属 2  3 2 


イヌ 16 139 19 3 


メガネグマ  1   


大型ネコ科  2 2  


オジロジカ 323 1122 455 257 


ラクダ科 2 82 164 215 


偶蹄類 101 376 311 162 


シロガオオマキザル   2 


(MNI) 


 







 


 


出土点数は同定標本数(NISP)によるが、シロガオオマキザルはほぼ全身がそろった状態で、解


剖学的位置関係を保って出土しており、埋葬個体と推定される。本標本については個々の骨を


個別に算定せず、最小個体数(MNI)を用いて記載した。 


また、オジロジカとラクダ科の脊椎骨、肋骨は分類を行っていないので、合算した数字を偶蹄


類として示した。 


なお、出土表にある、オポッサム属、チンチラ科、?クルオペキツネ属は、帰属時代区分が未確


定のため、本表からは除外してある。 


各時代の動物相について所見をまとめておく。 


 


イドロ期 


 主要な分類群の出土骨 452 点のうち、323 点をオジロジカが占める。シカに次ぐイヌの出土は 16


点で少量である。ラクダ科はわずかに手根骨と肩甲骨の破片が１点ずつ認められたにとどまる。し


たがって、偶蹄類とした脊椎骨、肋骨も、ほぼシカのものとみなせるだろう。これをシカに算入する


と 420 点以上、構成比で 90％超をオジロジカが占めることになる。 


 


クントゥル・ワシ期 


 オジロジカが 1122 点と最も多く、イヌの 139 点がこれに続く。優占順位の上位２種はイドロ期と変


わっていない。この時期、ラクダ科が 82 点出土しており、シカに対する構成比ではまだわずかで


あるが、当遺跡におけるラクダ科動物利用が明確に現れる（図 8-１）。 


 当期における特筆すべき点は、ラクダ科の出現にくわえて、メガネグマの上顎骨が１点、ピュー


マあるいはジャガーの下顎骨と寛骨が１点ずつ検出されたことである。これら大型の肉食獣は、遺


跡が立地するユンガからケチュア帯には分布せず、現在ではいずれもアンデス東斜面の湿潤な


生態環境に棲息している。形成期におけるこれらの種の分布域について判断する材料はないが、


現在の分布にもとづいて考えれば、日常的な生活圏の外から運ばれてきた個体と考えるのが妥


当である。 


ネコ科の下顎骨は底部が摺り切られた痕跡がある。犬歯を壊さずに取り出すため、底部を切り


分けた可能性も考えられる。その象徴的意味合いが重要視されたものと推定されるが、生体とし


てクントゥル・ワシ神殿に運ばれてきたのか、遺体の一部がもたらされたのかは不明である。クント


ゥル・ワシ遺跡では、この標本とは別に、所属時期が特定されていない大型ネコ科の上腕骨２点


が出土している。骨幹中央部と遠位部で破砕されており、その断面は螺旋状を呈し、骨が新鮮な


うちに打ち割られたことを示している。上腕骨２点については、全身が神殿にもたらされた個体に


由来すると考えるのが妥当であろう。少なくとも形成期のいずれかの時期に、大型ネコ科動物を


生体でクントゥル・ワシまで運ぶ行為が行われていた可能性も考慮に入れておく必要があるだろ


う。 


 


コパ期 


 オジロジカが 455 点と最も多く、ラクダ科が 164 点でこれに続く。ラクダ科の構成比が緩やかに上


昇している（図 8-１）。オジロジカの出土量が前期の半分に減少しているのは、分析資料数の違い







が影響しており、シカの利用が半減したことを意味するとは限らない。ラクダ科の重要性は徐々に


増してきているが、出土構成比の点から見て、シカはこの時期においても当遺跡を代表する中核


的な動物である。 


コパ期においても、遠方からの搬入と推定される大型ネコ科動物の出土が認められるほか、シ


ロガオオマキザルの骨格２個体分が検出されている（京都大学霊長類研究所・高井正成教授によ


る同定）。シロガオオマキザルも、現在はアンデス東斜面に棲息し、遺跡周辺には分布しない。な


お、高井教授によれば、南米のオマキザル類のなかでは、本種はひとに慣れやすく、コンパニオ


ン動物として飼育するには適当な種であるという。１個体はほぼ全身がそろって出土している点か


らみて、埋葬されたものと推定される。生体で神殿に運ばれ、当地でしばらくのあいだ飼育されて


いた可能性が考えられる。当標本については、飼育の有無を検証するため、食性解析を含む分


析を進めている。 


 


ソテーラ期 


 オジロジカが 257 点、ラクダ科が 215 点出土し、構成比で両種はほぼ同じ割合を占めるようにな


る（図 8-１）。ラクダ科動物の利用が、クントゥル・ワシ期以降、着実に増加してくる傾向が顕著であ


る。 


 シカとラクダ科以外では、前期まで、少量の出土ながら出土動物群のなかで大きな存在感をも


っていた大型ネコ科やクマ、サルなど、エキゾチックな種が姿を消している点に注目したい。ソテ


ーラ期には、神殿としての機能は対面して立地するセロ・ブランコ遺跡に移っていることと連動した


現象ととらえることも可能であろうか。 
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図 8-１ シカ・ラクダ科構成比の時代変化 


 


４４４４----３３３３．．．．シカシカシカシカ科科科科およびおよびおよびおよびラクダラクダラクダラクダ科科科科のののの特徴特徴特徴特徴    


 クントゥル・ワシ遺跡から出土する動物骨の内容は、時代毎に変化するものの、資料の中心は一


貫してシカとラクダ科によって構成される。両者の合計は、各時代を通じ骨資料の約 90％を占め


ている。それぞれのグループの特徴について観察所見をまとめておこう。 


 







シカ科の内訳 


 ペルーに分布するシカ科にはオジロジカの他に、４000 メートルを超える高地に分布するタルカ


ジカ（Hippocamelus antisensis）、森林に棲息するマザマジカ(Mazama americana)とプードゥー


（Pudu mephistophiles）などがある。これらのシカ科はサイズに違いがあるほか、角と膝蓋骨の形態


で識別が可能である。所属年代が決定されていない資料をふくめ、これらの部位を広範に観察し


た結果、クントゥル・ワシ遺跡で検出されたシカは、すべてオジロジカであった。 


オジロジカは、北米から南米までの広範な領域に棲息するが、温暖で植生のあまり密生してい


ない環境を好むとされる(Nowak 1999)。ペルーでは、ユンガ帯がこれにあたり、クントゥル・ワシ遺


跡周辺でもっともふつうに捕獲できた動物と想定される。 


 


オジロジカの年齢構成 


 歯牙の萌出・置換・咬耗段階から推定したオジロジカの年齢構成は、幼獣と成獣を主体とし、老


獣は少なかった。時期毎に詳細をみると、イドロ期では幼獣２個体、成獣６個体、老獣１個体に対


し、クントゥル・ワシ遺跡には幼獣 25 個体、成獣 25 個体、老獣３個体、コパ期では幼獣 21 個体、


成獣 16 個体、老獣８個体、ソテーラ期には幼獣５個体、成獣６個体、老獣０個体などとなっている。


幼獣および成獣の歯牙萌出・咬耗段階は、よく似た程度のものが多い。 


 


ラクダ科の内訳 


 現生のラクダ科動物には、野生のグァナコ、ビクーニャと、家畜のリャマ、アルパカがある。形成


期におけるラクダ科家畜が、現在見るリャマやアルパカと同じ動物であったのか、実は不明である


が、これと対応するものが飼育されていたと見るのが定説である。骨形態に基づくラクダ科４種の


識別は難しく、断片化した遺跡出土資料では、さらに分類群の同定は困難になるが、一般には基


節骨近位端の幅と高さを散布図に描き、現生のリャマ、アルパカと比較してみる方法が用いられ


ている。 


 この方法で、クントゥル・ワシ遺跡から出土したラクダ科の基節骨を計測して現生動物と比較して


みると、大半がリャマに対応し、アルパカと対応する小型のものは少数であった（図 8-２）。 


 







 
図 8-２ ラクダ科基節骨の計測値散布図 


 


ラクダ科の年齢構成 


年齢構成を歯牙の萌出・咬耗段階から推定すると、幼獣が主体をなしている（図 8-3）。時期別


にみると、クントゥル・ワシ期では幼獣３個体のみが出土し、コパ期では幼獣６個体、成獣１個体、


老獣１個体、ソテーラ期には幼獣５個体、成獣２個体となっている。サンプル数が少ないため、こ


れらを合算して、形成期後期から末期までの資料として一括して扱うと、69％を幼獣が占め、成獣


が 13％、老獣 18％となった。 


幼獣のなかには新生獣や誕生前の個体も含まれており、老齢獣については現生種を基準とし


て年齢を査定すると、10 才を超える個体が含まれている（付録 DVD: Plate 1）。 


 


図 8-3 ラクダ科の年齢構成 
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５５５５．．．．考察考察考察考察    


５５５５----１１１１....    シカシカシカシカ狩猟狩猟狩猟狩猟のののの様相様相様相様相    


 イドロ期からソテーラ期までの、出土動物相の構成の変化にもとづき、クントゥル・ワシ遺跡にお


ける動物利用の変遷について考察する。 


 当遺跡を特徴づける、もっとも重要な動物資源はオジロジカである。イドロ期における寡占状態


に始まり、ソテーラ期においてラクダ科と拮抗するにいたるまで、一貫して中核的な動物資源とし


てクントゥル・ワシ遺跡における生業基盤を支えていたものと推定される。捕獲された年齢群は、


幼獣から若い成獣が中心であり、柔らかく脂肪の蓄えをもつ年齢群をねらったものと思われる。 


 また、歯牙の萌出・咬耗段階の観察結果からは、よく似た置換・咬耗状態にある歯列が目立つこ


とが注意された。オジロジカは１年の決まった時期に出産することから、死亡時の歯牙状態がよく


一致するということは、死亡季節も近い時期であった可能性がある。今後、精査が必要な事柄で


あるが、シカ狩猟が１年のうちの決まった時期に行われる季節性の高い生業であった可能性も考


えられよう。 


 


５５５５----２２２２．．．．ラクダラクダラクダラクダ科家科家科家科家畜畜畜畜のののの導入導入導入導入    


 こうした、遺跡周辺で行うシカ狩猟を中心とする生業にくわえ、クントゥル・ワシ期以降、ラクダ科


動物の利用が始まる。イドロ期におけるラクダ科の出土は極めて断片的であることから、形成期当


時においても、クントゥル・ワシ遺跡周辺は野生ラクダの自然分布外にあり、クントゥル・ワシ期に現


れるラクダ科は家畜の導入を示すものに他ならない。 


クントゥル・ワシ遺跡におけるラクダ科の構成比の時代変化を、他の遺跡におけるラクダ科の出


土状況と比較してみよう。コトシュ遺跡、チャビン・デ・ワンタル遺跡、ワリコト遺跡、ワカロマ遺跡は、


フニン高原からクントゥル・ワシ遺跡までを結ぶ線上に分布する。いずれもクントゥル・ワシ遺跡と同


様、神殿を中心とした遺跡であり、各地域における形成期の祭祀センターである。 


 各遺跡で利用された動物はシカ科とラクダ科が主体である。比較を簡単にするために、シカ科


に対するラクダ科の構成比を用い、その時間変化を検討してみよう。横軸に時間経過、縦軸にラ


クダ科構成比をとったグラフを描くと（図 8-4・Wing 1972, Shimada 1985, Miller and Burger 1986）、


コトシュを除き、ラクダ科の構成比は一貫して右肩上がりの変化を示し、形成期を通じてラクダ科


の利用が高まっていったことがうかがわれる。 
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     図 8-4 時代別ラクダ科構成比の遺跡間比較 


 


 


クントゥル・ワシを除くすべての遺跡では、最も古い時代の堆積物からもラクダ科が出土している


ため、これらが狩猟によって捕獲されたものか家畜かは不明である。したがって各遺跡における


家畜の伝播時期を特定することは難しいが、クントゥル・ワシにおける増加のパターンと対比すれ


ば、各遺跡における経時的なラクダ科の増加傾向は、家畜の利用の高まりをそのまま反映してい


ると見てよいだろう。 


 比較を通じて読み取れることは、形成期を通じてラクダ科家畜の利用が高まるという共通性だけ


でなく、それぞれの時代におけるラクダ科構成比が遺跡ごとにかなり異なっている点である。例え


ば、紀元前 500 年から 250 年前までの形成期後期後半の時点で比較してみると、チャビン・デ・ワ


ンタルとワリコトでは、80％以上をラクダ科が占めるのに対し、ワカロマとクントゥル・ワシでは 50％


に満たず、シカ科が優占する。フニンに近い２遺跡でラクダ科が多く、遠方の２遺跡で少ないこと


から、ラクダ科構成比の遺跡差は、おおむねフニンからの距離によって生じた勾配として説明でき


そうである。ただし、ワリコトとチャビン・デ・ワンタルの位置関係とラクダ科構成比は逆転しており、


フニンからの直線距離だけでは説明できない。 


 各遺跡の標高をみてみると、コトシュ遺跡は標高１９６０メートル、ワリコト遺跡とワカロマ遺跡は標


高２７５０メートル、チャビン・デ・ワンタル遺跡は標高３２００メートルに立地する。チャビン・デ・ワン


タルとワリコト、クントゥル・ワシとワカロマという、比較的近傍に所在する遺跡間では、標高の高い


地域でラクダ科の構成比が高くなっている。標高の高い地域では、自然分布する野生種の捕獲


を続けていた可能性を考慮する必要があるが、このことは高原から峡谷に向かって家畜が拡散し


たことを反映していると考えられる。すなわち、ラクダ科家畜の拡散は、フニンからの距離という地


理的条件にくわえ、遺跡のおかれた生態環境にも影響をうけながら進行していったとみてよい。 







 


５５５５----３３３３．．．．ラクダラクダラクダラクダ科家畜導入科家畜導入科家畜導入科家畜導入のののの背景背景背景背景    


ところで、クントゥル・ワシ遺跡のような、ユンガからケチュアに立地する遺跡において、ラクダ科


家畜はどのような意味をもっていたのだろうか。現代のラクダ牧畜を参照すると、リャマとアルパカ


を所有するのは、高原に生活拠点をおく人々であり、プーナでは生産できない農作物を確保する


ためにリャマを伴って峡谷に降りてくるのである。 


 もともと峡谷のユンガやケチュアに生活基盤をおいた生活を送っていたと考えられるクントゥル・


ワシ遺跡の人々は、ラクダ科家畜とどのような関係を結んでいたのだろうか。 


 考えられる可能性は２つあるだろう。第一に、高地を拠点に農牧複合型の牧畜を営む集団が存


在し、必要な農作物を確保するために峡谷を訪れ、伴ってきたラクダ科家畜の一部を農作物と交


換して残していったという想定である。この場合、峡谷で生活する人々は、自ら行っていたシカ狩


猟をやめ、交易によって入手される高地産のラクダを消費するようになったということになる。 


 第二の可能性は、峡谷に居住する人々が、農耕にくわえて行っていたシカ狩猟の比重を弱め、


かわりにラクダ科の飼養をはじめたとする想定である。 


 ここでもう一度、クントゥル・ワシ遺跡から出土したラクダ科動物の内容と年齢構成について思い


起こしてみよう。骨計測にもとづくラクダ科の内訳は、大半が現代のリャマに対応するものであり、


アルパカに対応する個体は少数であった（図 8-2）。また、年齢構成を歯牙の萌出・咬耗段階から


推定すると、幼獣が主体をなしており、そのなかには新生獣や誕生前の個体も含まれていた。こ


れら幼い個体の存在は、当地においてラクダ科が飼育され、繁殖していたことを示している。 


 また、老齢獣の中には 10 才を超える個体が含まれていたことも、意味するところが大きいように


思われる。すなわち、現代の牧畜民がキャラバンでリャマを使役する時には、道をよく知る年老い


た個体を先頭に置き、集団を先導させる（稲村 1995）。老齢個体の飼育は食糧資源として利用


を目的とするとは考えらず、形成期後期、クントゥル・ワシ遺跡におけるラクダ科家畜は、なんらか


の資源の運搬に関わっていたものと推定される。 


 以上のことから、現代の牧畜モデルには当てはまらないものの、峡谷に居住する人々が、シカ


狩猟の比重を弱め、かわりにラクダ科の飼養をはじめた可能性を考慮する必要がある。では、何


を運搬することを目的としたラクダ科家畜の飼育であったのだろうか。動物利用の側面から以下に


考察をくわえておきたい。 


 


５５５５----４４４４．．．．形成期後期形成期後期形成期後期形成期後期にににに現現現現れるれるれるれるエキゾチックエキゾチックエキゾチックエキゾチックなななな動物動物動物動物のののの意味意味意味意味    


  シカからラクダへと漸進的に変化する出土骨の構成比は、単にひとつの集団が利用する動物


を変えたとことを意味するにとどまらず、生活基盤をローカルな生態環境から収奪できる資源の利


用から、複数の社会、とりわけ異なる生態環境に根ざした複数の社会との結びつきのなかで構成


していく過程を示している。 


 こうした視点から、クントゥル・ワシ遺跡の動物利用を振り返れば、ラクダ科の導入がはじまるクン


トゥル・ワシ期とその利用が進むコパ期において、遺跡周辺には棲息しない大型ネコ科動物(付録


DVD: Plate 2,3)、メガネグマ(付録 DVD: Plate 4）、シロガオオマキザル(付録 DVD: Plate 5,6)など


が現れる。大型の捕食動物と、構成までさまざまな図象に描かれるサルは、いずれも形成期の


人々にとって、単なる物珍しい動物という域を超えた、象徴性の高い動物であったと推定さえる。 


近接する地域間でも、高度の違いによって生態環境が劇的に変化するアンデスにおいて、各







地域で入手可能な資源は偏在している。これを攪拌し、比較的小規模な地域社会をより大きなま


とまりへと統合する原動力となったのは、ラクダ科家畜、とりわけリャマだったのではないだろうか。 


 


６６６６．．．．まとめとまとめとまとめとまとめと研究課題研究課題研究課題研究課題    


 本分析から以下の諸点が明らかとなった。 


（１） オジロジカとリャマに対応するラクダ科家畜を中心として 13 科にわたる動物群が同定された。 


（２） 出土量の 90％以上をオジロジカとラクダ科動物が占め、これらの偶蹄類が動物利用の中核


であった。 


（３） ただし動物骨資料のサンプリングには、ふるいがけ等によって小さな標本を回収する方法が


とられておらず、モルモットをはじめとする齧歯類の出土量にバイアスがかかっている可能性


は高い。 


（４） クントゥル・ワシ遺跡におけるラクダ科家畜の導入は形成期後期、クントゥル・ワシ期に始まり、ｊ


コパ期にかけて徐々に増加し、ソテーラ期において、出土量の点でシカとほぼ拮抗するように


なる。ただし、他の遺跡において生じたような両種の構成比の逆転現象はついに起こらなか


った。 


（５） ラクダ科はリャマに対応するサイズのものが主体で、アルパカに対応するものが少量含まれ


る。 


（６） ラクダ科の年齢構成は幼獣が約 70％を占め、新生獣や胎児も検出された。このことから、ラク


ダ科動物は当地において飼育されていたものと推定される。また極めて老齢な個体が検出さ


れており、現代の牧畜民の飼育パターンとの比較から荷駄に用いられていたことが推定され


る。 


（７） クントゥル・ワシ期とコパ期の堆積層からは、大型ネコ科動物やメガネグマ、シロガオオマキザ


ルなど、遺跡周辺には分布しない、エキゾチックな動物群が検出された。 


（８） 特にシロガオオマキザルは埋葬されていたことが明らかであり、本種の生態特徴から見てもコ


ンパニオン動物として当地で飼育されていた可能性が高い。 


 


 本研究では、十分な比較資料の整備を行わないまま、分析を進めることとなり、分類群の同定に


は不十分な点が残されている。今後、齧歯類を中心に、未同定のままとした資料の分析を、在外


博物館等の資料を利用しながら進めていく必要がある。また、アンデスの動物相についての骨格


資料を整備していくことが急務である。 
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